１　主題構成表
主題名　感謝（中学校　第１学年）　　　　　　　　　　　　　　　　資料名 「背番号１０」
	■　内容項目　２－（６）
　多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分があることに感謝し、それにこたえる。
	
	■　価値の分析
・人間は互いに助け合い、協力し合って生きている。助け合いや協力を根底で支えているのは、互いの感謝の心である。感謝の心は、潤いのある人間関係を築く上で欠かすことのできない大切なものである。そこで、周りの人たちが自分のことを大切に思ってくれていることに触れ、相手の行為をありがたいと受け止められるようにすることで、感謝の心を育てることが必要となると考えている。
・中学生ともなると、自立心の強まりとともに、自分を支えてくれている多くの人たちの善意や支えに気付けるようになる。しかし一方で、家族や仲間からの具体的な行為には、感謝の気持ちを伝えることができるものの、目には見えない自分への思いや心遣い、自分の生活を成り立たせている日常的な関わりといったことには、感謝の念をもつことができていないこともある。
・指導に当たっては、他者の親愛なる善意や献身的な支えを受け止め、感謝の気持ちを素直に伝えることが、結果として、自分と周りの人との心の絆をより強くするものとなることを実感できるようにすることが大切であると考えた。
	
	■　資料の分析
・本資料には、仲間の支えに感謝し、自らこたえていこうとする主人公の姿が描かれている。
・甲子園出場を目指す野球部のキャプテンとなったが新人戦敗退後のチームのやる気のなさをとがめるうちに部員の心が離れていくことに不安を感じている主人公に共感させる。
・けがで野球をやめようかと迷いながらも、グラウンドの整備や練習の準備をしたり、ひたすらチームメイトに言葉をかけ続けたりするなど、自分にできることを考え、精一杯取り組むようになった主人公の心の変化について考えさせる。

・けがにもかかわらずベンチ入りメンバーとなり、大勢の仲間から拍手を送られた時の主人公の気持ちを考えることで、仲間から認められ、支えられてきたことに感謝し、心のつながりを実感していることに浸らせる。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	■　内容項目から見た生徒の実態
（意識）
・自分に対して仲間がしてくれたことに、感謝の気持ちを言葉で伝えることはできる。

・係や班の活動等、自らの役割や責任を果たすことができているのは、周りの仲間の支えや協力があるからことだということに気付かず、感謝の気持ちがもてないでいる。
（要因）
・日常生活の中で、家族や仲間がいてくれることを当たり前のように感じており、どれだけ自分の支えとなっているかを深く考える機会がない。
・学校での係や班の活動が自分のよりよい生活をつくることに結び付いていることを実感できる機会が少ない。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	

	■　ねらい
仲間の善意や支えを受け止め、感謝の気持ちをもって行動することで心のつながりが得られることに気付き、自分にできることを考え、精一杯こたえていこうとする心情を育てる。

	

	

	
	■　展開の構想
・新人戦敗退後のチームのやる気のなさをとがめるうちに部員の心が離れていくことに不安を感じている主人公に共感させる。
・けがで野球をやめようかと迷いながらも、自分にできることを考え、精一杯取り組むようになった主人公の心の変化について考えさせることで、キャプテンとしての在り方を考えさせてくれた仲間にこたえようとする気持ちがあることに気付かせる。
・仲間からの拍手が胸に迫り、深々と頭を下げた主人公の思いを考えさせることで、仲間との心のつながりを実感できていることに浸らせる。
・仲間の支えにこたえ、感謝の気持ちをもって行動することの大切さについて考えさせる。
	
	■基本発問　◎中心発問

○チームの仲間から冷ややかな目で見られたり、避けるような行動をとられたりした主人公はどんな思いでいるのだろうか。

○けがで野球をやめようかと迷いながらも、自分にできることを考え、練習の準備をしたり、ひたすらチームメイトに声をかけ続けたりしながら主人公はどんなことを考えていただろうか。
◎大勢の仲間の拍手がぐっと胸に迫ってくる中、深々と頭を下げた主人公は、どんなことを考えていただろうか。
○これまでの、仲間からの支えに感謝し、こたえようとしたことについて振り返り、そのときの思いを道徳ノートに書いてみよう。
	

	
	
	
	
	

	


